




































































































































































調査集落 雪形あり 未調査 合計
~!;借地方 130 77 (59%) 7 137 
Al下水内郡 15 9 (60%) 自 15 
A2上水内郡 34 25 (74%) 2 36 
A3下高井郡 22 13 (59%) 3 25 
A4上高井郡 15 6 (40%) 。 15 
A5更級郡 28 16 (57%) 1 29 
A6埴科郡 16 8 (50%) 1 17 
東信地方 77 44 (57%) 1 88 
81小県郡 34 22 (65%) 1 35 
82北佐久郡 22 10 (46%) 6 28 
尚南佐久郡 21 12 (57%) 4 25 
南信地方 94 61 (65%) 9 103 
C1諏訪郡 25 21 (84%) 1 26 
C2上伊郵郡 28 24 (86%) 4 32 
C3下伊郊部 41 16 (39%) 4 45 
中信地方 83 60 (72%) 13 96 
Dl北安曇郡 15 13 (87%) 4 19 
D2南安曇郡 14 14(100%) 3 17 
D3東筑摩郡 38 23 (61%) 3 41 
D4木曽郡 16 10 (63%) 3 19 







































































重量 ケ 岳 23 
高社 山 19 
菅 平 19 
鉢伏 山 18 






飯綱 山 10 
八 ケ 岳 10 
浅 間 山 8 
13 
山 名集落数
蝶 ケ 岳 7 
定着 山 6 
白馬 岳 B 
烏暢子山 6 




























民俗編J，3-2， 1989， p. 17. 
3) 北アルプス，標高2760メ}ト )VO 長野県と富山県の県境に位置する。残雪
期に山腹に出現する「種まき爺さん」が山名の由来となった山として知ら
れている。













述されている。 W長野県史民俗編東信地方.!I， 1-2， 1986， pp. 18ー2.，
『長野県史民俗編南信地方.!I， 2-2， 1988， pp.I6-20.， W長野県史民俗編中
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